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家庭や学校で活用できる算数ドリルの問題作成にあたって，現行の学習指導要領に従って目標

分析を行い，目標分析から問題コードを作成した。問題コード作成にあたって留意したことをま

とめた。 
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１ 問題コード作成について 

練習問題及び評価問題の作成にあたり，問題は

学習指導要領の目標をふまえたものにする必要が

ある。また、問題はデータベースに保存し、検索

するためコード化する必要がある。そこで、次の

手順で目標分析を行い、問題コードを作成した。 

現行の学習指導要領の目標を，学習項目コード

の作成基準（小学校 算数）に従って，教科別，

領域別，学年別に分類することにして，学習内容

の目標として，内容項目１(大分類)と，その下位の

目標である内容項目２(内容)に分類した(図１)。さ

らに下位目標として学習項目(細目)を定めてコー

ド化した(図２)。 
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何百＋何百の計算は，１００がいくつと
考えて一位数の計算にすることができ
る 

１年 (1)  数の表し方についての理解
を深め，数を用いる能力を伸ば
す。 ア  ３位数の加法及び減法

の計算の仕方を考え，それ
らの計算が２位数などにつ
いての基本的な計算を基に
してできることを理解する
こと。また，それらの筆算
の仕方について理解するこ
と。 

２年 ３位数＋３位数の計算場面をとらえる
ことができる (2)  加法及び減法の計算が確実

にできるようにし，それらを適
切に用いる能力を伸ばす。 ３年Ａ数と計算 

(1)  加法及び減
法を適切に用い
ることができる
ようにするとと
もに，乗法につ
いての理解を深
め，適切に用い
ることができる
ようにする。ま
た，除法の意味
について理解
し，その計算の
仕方を考え，用
いることができ
るようにする。

算数 一の位から順に同じ位どうし計算して
いけばよいことが分かる 
繰り上がりのない３位数＋３位数の計
算のし方を考えることができる (3)  乗法についての理解を深

め，その計算が確実にできるよ
うにし，それを適切に用いる能
力を伸ばす。 一の位に繰り上がりのある３位数＋３

位数の計算の仕方を考えることができ
る 

イ  加法及び減法の計算が確
実にでき，それらを適切に用
いること。 

(4)  除法の意味について理解
し，それを用いることができる
ようにする。 

十の位に繰り上がりのある３位数＋３
位数の計算の仕方を考えることができ
る ウ  加法及び減法に関して成

り立つ性質を調べ，それを計
算の仕方を考えたり計算の
確かめをしたりすることに
生かすこと。 

(5)  そろばんによる数の表し方
について知り，そろばんを用い
て簡単な加法及び減法の計算
ができるようにする。 

一の位も十の位も繰り上がりのある３
位数＋３位数の計算の仕方を考えるこ
とができる 
百の位に繰り上がりのある３位数＋３
位数の計算の仕方を考えることができ
る 

４年
Ｂ量と測定 

５年 何百＋何百の計算は，１００がいくつと
考えて一位数の計算にすることができ
る 
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６年
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Ｄ数量関係 
図１ 数と計算領域(３学年) 
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